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トルコギキョウの秋切 り栽培における品質向上技術

第3報 直播き栽培
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(福島県農業試験場会津支場・・福島県南会津地域農業改良普及センター)
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1 は じ め に

トルコギキョゥの秋出し栽培は夏越しの栽培であるため,

定植後の気象条件が高温,長日となり,十分な切り花長が

得られずに開花してしまうなどの品質低下が生じやすく,

良品質生産技術の確立が課題となっている。

そこで,福島県会津地方において秋出しの作型で移植栽

培よりも良品質の切り花を得る目的で,直播き栽培につい

て検討した。

2試 験 方 法

0)試験 1 生育及び開化の特長
試験は1997年に福島県会津農業センターの無加温パイプ

ハウスにおいて,プライダルピンク (中生),プラチナキ
ング (晩生)の 2品種を供試しコーティング種子を用いて
行った。直播き栽培は5月 2日 に 1穴当たり3粒播種し,
本葉第 2対葉展開時までに 1穴 1本立ちとし,潅水は播種
後 1ケ 月間は8時から17時まで 2時間おきに5分間頭上よ

り行い,その後は,点滴潅水チュープにより適宜行った。

移植栽培は288穴のセルトレイを用いて 5月 2日 に播種を

して底面吸水により育苗を行い,本葉第 2対葉展開時の 6

月20日 に移植した。栽植密度は床幅lllll,条 間12,株間12
の 8条植えで,供試株数は40株で無反復とした。施肥量は
a当たり窒素10,燐酸15,加里08,堆肥31Xlと し,基肥
に施用した。また,直播き栽培は播種から子葉展開期まで

は遮光率30%の寒冷紗を二重被覆し,子葉展開期から8月

31日 までは一重被覆した。移植栽培は播種から移植後8月

31日 まで遮光率30%の寒冷紗を一重被覆した。収穫は3か
ら4輪開花時に行った。

12)試験 2 播種床の処理方法
試験はプライダルピンクを用いて,199875月 8日 に播
種をし,播種直後から子葉展開期まで有孔ポリフィルムの
べた掛け,不織布のべた掛け及び無被覆の 3処理を設定 し
た。潅水は点滴潅水チューブを用いて播種から子葉展開期

までは朝夕20か ら30分間,その後は適宜行った。その他の

試験方法は試験 1に準じた。

0, 試験3 播種適期
試験はエクセルドルフィン (中晩生),つ くしの雪 (晩
生)の 2品種を用いて1999年 5月 7日 ,5月 18日 , 5月 27
日,6月 8日の4回播種をした。播種床は播種直後から子
葉展開期まで有孔ポリフィルムをべた掛けし,点滴潅水チュー

プにより朝夕30分間潅水した。その他の試験方法は試験 1

に準じた。

3 試験結果及び考察

(D 生育及び開化の特長
秋出しの直播き栽培は,セル成型苗を用いた移植栽培に

比べ 1次根が良く発達し,切り花重が重く,花雷数も多い

など切り花品質が優れていた (表 1,写真 1)。

表 1 トルコギキョゥの直播き栽培と移植栽培におけ
る切り花品質 (1997年 )

品種名芳懐棚ポ場 l庸 {瞥 濯も稿謝露鷹撃
プライダル苗き889591274658689 31 138
ピン ク移植 828 93 912710 412 88 24 104
プラチナ直幡き 99 912102814 618 98 24 104
キング移は 99 919 929789 403 98 17 74
注 1)開花期 :始期 (10%開花時),盛期 (50%開 花

時),後期 X90%開花時)

写真 : トルコギキョゥの直播き栽培と移植栽培における
収穫時の根の発達状況 (1997年)
左 :直播き栽培    右 :移植栽培
品種プライダルピンク
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勝谷 r)は広島県での抑制栽培で,移植栽培よりも直播

き栽培で切り花品質の向上を認めている。当地方のような

寒冷地においても同様の結果が得られ,秋出しの作型では

直播きすることによって移植栽培よりも切り花品質の向上

が認められた。

また直播き栽培することによつて切り花品質が向上する

要因は,移植栽培と比べて節数の違いは小さいことから,

栄養生長期間の延長によるものではなく,根系の良好な発

達で養水分の吸収が増加したためと考えられた。

2)播種床の処理方法と発芽率との関係
コーティング種子を直播きして,播種床に頭上潅水をす

ると種子の流亡が見 られ,15か ら20%の欠株が発生 した

(表 2)。 一方,点滴潅水チュープを使用し,播種直後から

子葉展開期まで,不織布や有孔ポリフィルムをべた掛けし

たところ高い発芽率が得られ,特に有孔ポリフィルムでは

100%と発芽時の欠株は見られなかった (図 1)。

トルコギキョウは生育初期には多くの水分を必要とする

が,播種床への有孔ポリフィルムのべた掛けは湿潤状態が

表2 トルコギキョウの直播き栽培と移植栽培におけ
る発芽状況 (1997年 )

品種名    栽培方法 子葉展開期  欠株率
(月 日)  (%)

直播き

長く維持でき,朝夕 1回ずつの潅水でも高い発芽率が得 ら

れたものと考えられた。

13)播種適期

直播き栽培の収穫率は,5月上旬から5月 下旬の播種で

はエクセルドルフィン,つ くしの雪の両品種とも約90%以

上を確保できたが,6月上旬播種では開花期の気温低下に

伴って,エ クセルドルフィンで45%,つ くしの雪で28%と

大きく低下した。切り花長は,5月 上旬から5月 下旬の播

種ではエクセルドルフィンが637か ら652,つ くしの雪が

569か ら619と大きな差はなかったが,6月 上旬播種では

ェクセルドルフィンが462,つ くしの雪が440と , 5月 上

旬から5月下旬播種に比べ短かった (表 3)。

表3 トルコギキョウの直播き栽培における播種期別
の開花期と切り花品質 (1999年 )

品種名
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注 1)欠株率 :6月 20日調査

●7Lポリ 不織布  無処理
フィツレム

図 1 トルコギキョウの直播き栽培における
播種床の処理方法と発芽状況 (199rD

エクセル5月中旬  913
ドルフィン5月下旬  916

6月上旬 10 8
5月 L旬  910 918 101 1∞  619 ■0 83 108

つ くし 5月中旬 9Л  9271021 96 597 417 79 94
の 雪 5月下旬 923101 -  

“

 569 418 78 93
6月上旬 1019  -  -  28 440 鯰0 76  98

注 1)開花期 :始期 (10%開花時),盛期 (50%開 花
時),後期 (90%開花時)

2)収穫率 :11月 20日 時点

したがって,中晩生種を用いた無加温栽培での播種適期

は5月 上旬から5月下旬であり,9月から10月 に安定した

切り花生産が可能であると考えられた。

4 ま

秋出しの直播き栽培は,移植栽培に比べて切り花品質が

優れていた。また,発芽率を高めるためには,播種床に播

種直後から子葉展開期まで有孔ポリフィルムをべた掛けし,

点滴潅水チュープを使用して潅水することが有効であり,

中生から晩生種を用いた無加温栽培での播種時期は5月 上

旬から5月下旬が適していた。
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